
                                        

 

 

【報道関係者各位】        2015年9月2日

英会話のGaba 

「働く女性の子育てに関する調査」 
～ワーママ1,000名に調査～ 

英会話のGabaでは、ワーママ（子育てをしながら働いている女性）の意識を探るため、関東・東海・関西（※1）に

住み、長子が小学生以下の有職女性（パート・アルバイト除く）に対し、「働く女性の子育てに関する調査」を実施い

たしました。（調査協力：ネットエイジア株式会社） 

※1 関東：1都3県（東京/神奈川/千葉/埼玉）、東海：3県（愛知/岐阜/三重）、関西：2府4県（大阪/京都/兵庫/滋賀/奈良/和歌山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆仕事と子育ての両立◆◆ 

全体の 68.6%が「現在、仕事と子育てが両立できている」と回答 

仕事と子育ての両立に必要なこと 

「夫の協力（55.1%）」より、「勤務時間の調整のしやすさ（70.8%）」 

 

 

◆◆ワーママのキャリアアップ◆◆ 

「子育てに専念」（42.7%）より、「キャリアアップに励む」（60.1%） 

20 代のワーママの 45.9%が、 

「産休・育休中にスキルアップや資格の勉強に取り組んだ」と回答 

スキルアップに取り組んだ人の中では、「英語・英会話」がトップ 
 

 

◆◆ワーママが選ぶ 仕事と子育ての両立が上手そうな女性芸能人◆◆ 

1 位「北斗晶さん（34.6%）」、 

2 位「木村佳乃さん（16.2%）」、3 位「くわばたりえさん（12.9%）」 

本リリース内容の転載にあたりましては、 

「英会話のGaba調べ」と記載頂けますよう、お願い申し上げます。 
PDF版・グラフデータは、Gabaマンツーマン英会話ウェブサイトよりご覧いただけます。 

http://www.gaba.co.jp/release/release150902.html 

■本リリースに関するお問い合わせ先 
○広報・PR 事務局 株式会社ベクトル/溝口                  【Tel】 03-6825-3020 【Mail】 gaba@vectorinc.co.jp 

○株式会社 GABA マーケティング部門広報担当/南西（なんさい） 【Tel】 03-5338-5710 【Mail】 knansai@gaba.co.jp 



                                        

 

 

 

関東・東海・関西に住むワーママ（※2）1,000 名（全回答者）に、子育てとキャリアに関する考え・意識を聞きました。

※2 「長子が小学生以下の有職女性（パート・アルバイト除く）」を対象 

全回答者（1,000 名）に、仕事と子育ての両立について聞いたところ、仕事と子育てが両立できているワーママは

68.6%（そう思う 計、以下同様）でした。長子の成長段階別にみると、両立できている割合が低かったのは、乳児

（※3）のママで47.1%と半数を下回る結果となり、また、小 1のママも 58.9%と、幼児（※4）のママや他学年のママに比

べると低い結果となりました。  ※3 乳児は「1 歳未満の子」 / ※4 幼児は「1 歳から小学校に就学するまでの子」 

小 1のママ（56 名）に、いわゆる『小 1の壁』について聞いたところ、大変さを感じているママは 76.8%。 

一方、幼児のママ（509 名）に、『小 1の壁』は大変だと思うか聞いたところ、大変だと思うママが 85.9%となり、多くの

幼児のママが不安視している結果となりました。 

 

 

 

仕事と子育てが両立できているワーママは約7割でしたが、両立のためには何が必要とされているのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、今よりも、もっと仕事と子育ての両立がしやすくなるには、何が必要だと思うか聞いたとこ

ろ、「勤務時間が調整しやすい職場（70.8%）」が最も多く、次いで「休暇が取りやすい職場（70.0%）」という結果になり

ました。また、半数以上のワーママが「夫の協力（55.1%）」と回答しました。 

長子の成長段階別にみると、仕事と子育ての両立ができているワーママの割合が最も低かった乳児のママでは、

「国・自治体からの育児・子育て費用の援助」が52.9%となり、幼児のママ（40.5%）や小学生のママ（36.7%）より高い

結果となりました。「休暇が取りやすい職場」（乳児ママ76.9%、幼児ママ69.0%、小学生ママ69.5%）や、「勤務先の子

育てに対する理解」（乳児ママ74.0%、幼児ママ63.3%、小学生ママ63.6%）でも同様の結果となり、乳児のワーママの

多くがサポートを必要としていることが窺えます。 

 

また、4月から「子ども・子育て新支援制度」と呼ばれる新たな制度が導入されましたが、その認知率は61.7%となり

ました。さらに、制度が導入されたことを知っていたワーママ（617名）に、その効果について聞いたところ、効果を感

じたワーママは22.5%と尐数でした。 
 

ワーママが仕事と子育ての両立に必要なこと 

「夫の協力（55.1%）」より、「勤務時間の調整のしやすさ（70.8%）」を重視 

子ども・子育て新支援制度の効果を感じたワーママは 22.5% 

「現在、仕事と子育てが両立できているワーママ」は、68.6% 

社会問題となっている『小 1 の壁』 

幼児ママ 85.9%が不安視、小 1 ママの実感（76.8%）を上回る結果に 

『小 1 の壁』 

主に、共働き家庭において、子どもを保育園から小学校に上げる際、直面する社会的な問題。保育園の時代は夜 8 時、9 時

と延長保育があったのに対して、小学生を預かる自治体の学童クラブでは東京 23 区では最長でも夜 7 時と延長保育がなく、

子どもが一人になる時間が増えてしまう。保護者は安全面でも精神面でも心配が尽きないだけではなく、小学生になると、時短

勤務制がなくなる企業も多く、子どもの小学校入学を機に働き方の変更を迫られるワーママの方が多くいるのが現状。 



                                        

 

 

 

全回答者（1,000名）に、自分が住むエリアで子育てしやすいと思う街を聞きました。 

まず、関東（1都3県）についてみると、1位「横浜市（神奈川）」、2位「川崎市（神奈川）」、3位「江戸川区（東京）」、

4位「世田谷区（東京）」、5位「品川区（東京）」と「さいたま市（埼玉）」という結果になりました。 

次に、東海（3県）についてみると、1位「名古屋市（愛知）」、2位「岐阜市（岐阜）」、3位「豊田市（愛知）」、4位「一

宮市（愛知）」、5位「日進市（愛知）」と「大垣市（岐阜）」という結果になりました。 

また、関西（2府4県）についてみると、1位「大阪市（大阪）」、2位「西宮市（兵庫）」、3位「京都市（京都）」、4位「神

戸市（兵庫）」、5位「奈良市（奈良）」という結果となりました。 

 

 

 

全回答者（1,000 名）に、今後のキャリアアップの志向や子育ての意識について聞いたところ、キャリアアップに励

みたいワーママは 60.1%、子育てに専念したいワーママは 42.7%となりました。 

長子の成長段階別にみると、乳児のママでは、「キャリアアップに励みたいママ（52.9%）」より「子育てに専念した

いママ（60.5%）」のほうが多く、小 1 のママでは、「キャリアアップに励みたいママ（53.6%）」と「子育てに専念したいマ

マ（48.2%）」が拮抗する結果となりました。また、小 2のママでは 71.7%が「キャリアアップに励みたいママ」となり、他

の成長段階のママより高くなったのに対し、小 3 ママの 46.0%と小 4 ママの 46.1%が「子育てに専念したいママ」と、

小 2 ママや小 5、6 ママよりも高い結果となりました。 

 

そして、子どもの存在は、働く上でモチベーションになるか聞いたところ、86.6%のママが「子どもが働くことのモチ

ベーションになっている」と回答しました。 
 

 

 

「キャリアアップに励みたい」派（60.1%）が、 

「子育てに専念したい」派（42.7%）を上回る 

「子どもの存在が働くことのモチベーション」86.6% 

小 1 ママの実感「小 1 の壁は大変」76.8% 

ワーママが子育てしやすいと思う街ランキング 

関東 1 位「横浜市」 2 位「川崎市」 3 位「江戸川区」 

東海 1 位「名古屋市」 2 位「岐阜市」 3 位「豊田市」 

関西 1 位「大阪市」 2 位「西宮市」 3 位「京都市」 



                                        

 

 

 

産休や育休中の時間を利用してスキルアップや資格取得に励んだワーママはどのくらいいるのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、産休・育休中のスキルアップや資格の勉強・取得などに対する取り組みについて聞いた

ところ、取り組んだワーママは32.8%、取り組んでいないワーママは67.2%となりました。世代別に取り組んだワーマ

マの割合をみると、20代のワーママでは45.9%、30代のワーママでは34.2%、40代のワーママでは25.8%と、若い世代

のワーママほど取り組んだ割合が高い結果となりました。 

 

産休・育休中に、スキルアップや資格の勉強・取得などに取り組んだワーママ（328名）が何に取り組んだのか聞

いたところ、トップは「英語・英会話（30.2%）」となり、次いで、「料理・お菓子（29.9%）」、「ワード・エクセル・パワーポイ

ント（15.2%）」となりました。 

 

 

 

全回答者（1,000名）に、パパの育休について聞きました。 

 

まず、パパは育休を取得したかどうかについて聞いたところ、「取得した」が8.8%、「取得しなかったが、取得して

欲しかった」26.7%、「取得しなかったし、取得して欲しいと思わなかった」64.5%となりました。 

 

パパの育休に関する制度について聞いたところ、53.1%のママが「ママが育児休業中でも、パパは育児休業を取

得できること」を認知しており、また、「ママだけでなく、パパも育児休業を取得する場合、休業取得可能期間が2ヶ

月延びること（パパ・ママ育休プラス）」を認知しているママは38.5%でした。世代別にみると、パパ・ママ育休プラス

の認知率は若いワーママほど高く、20代のワーママでは48.0%と半数近くとなり、30代のワーママは39.6%、40代の

ワーママは33.1%でした。 
 

全回答者（1,000名）に、産休・育休後の自身の給料の変化について聞いたところ、産休・育休後に会社に復帰し

た際、「給料が上がった」ママは3.5%、「変わらない」が52.2%、「時短勤務で下がった」が33.7%、「フルタイム勤務で

下がった」が10.6%となりました。 

パパの育休「取得しなかったが、取得して欲しかった」26.7% 

「パパ・ママ育休プラス」認知率 38.5%、20 代のワーママでは 48.0% 

産休・育休後に給料が下がったワーママは 44.3% 

32.8%が「産休・育休中にスキルアップや資格の勉強に取り組んだ」 

20 代のワーママでは 45.9%に 

取り組んだスキルアップ 「英語・英会話」がトップ 



                                        

 

 

 

全回答者（1,000名）に、どのようなことが、子育てをしながら働いていてよかったと思うか聞いたところ、トップは

「生活にメリハリを感じる（56.0%）」、次いで「社会とのつながりを感じる（54.1%）」、「子育てに対していい距離感が保

てる（45.3%）」となりました。 

 

全回答者（1,000名）に、子どもが大きくなり、子育てが一段落したら、どのようなことに時間を割きたいか聞いたと

ころ、「仕事（43.5%）」がトップとなり、次いで、「国内旅行（40.8%）」という結果となりました。そのほか、「習い事

（27.5%）」、「資格取得（16.3%）」、「業務関連のスキルアップ（13.3%）」といった自己投資に時間を割きたいという回答

もみられ、また、「パートナーとの時間（22.4%）」は5人に1人以上の割合でした。 

 

 

 

全回答者（1,000名）に、仕事と子育ての両立が上手そうだと思う女性芸能人を聞いたところ、トップは「北斗晶さ

ん（34.6%）」、2位「木村佳乃さん（16.2%）」、3位「くわばたりえさん（クワバタオハラ）（12.9%）」、4位「瀬戸朝香さん

（11.8%）」と「千秋さん（11.8%）」という結果となりました。 

 

世代別にみると、20代のワーママでは、「木下優樹菜さん（26.5%）」と回答した割合が他の世代のワーママよりも

高く、20代の2位となりました。また、「松嶋尚美さん（12.2%）」と回答した割合も他の世代のワーママより高い傾向が

みられました。 

 

 

 
 
 

 

ワーママが選ぶ 仕事と子育ての両立が上手そうな女性芸能人 

1 位「北斗晶さん」 

2 位「木村佳乃さん」 3 位「くわばたりえさん（クワバタオハラ）」 

20 代のワーママでは「木下優樹菜さん」が 2 位 

子育てが一段落したら時間を割きたいこと 

「仕事（43.5%）」がトップ、「習い事」は 27.5% 

「パートナーとの時間」は 5 人に 1人以上 



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■調査概要■■ 

■調査タイトル：働く女性の子育てに関する調査 

■調査対象：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

長子が小学生以下の有職女性（パート・アルバイト除く） 

 

■調査期間：2015年7月10日～7月21日 

■調査方法：インターネットリサーチ 

■調査地域：関東（東京都/神奈川県/千葉県/埼玉県） 

東海（愛知県/岐阜県/三重県） 

関西（大阪府/京都府/兵庫県/滋賀県/奈良県/和歌山県） 

■有効回答数：合計1,000名（有効回答から居住エリアが以下の数になるように抽出） 

 

             （内訳） 

              関東500名/東海200名/関西300名 

 

■協力調査会社：ネットエイジア株式会社 

■■報道関係者様へのお願い■■ 
 

本リリース内容の転載にあたりましては、 

「英会話のGaba調べ」と記載頂けますよう、お願い申し上げます。 
PDF版・グラフデータは、Gabaマンツーマン英会話ウェブサイトよりご覧いただけます。 

http://www.gaba.co.jp/release/release150902.html  
 

■会社名       ：株式会社 GABA 

■代表者名     ：代表取締役社長 齋藤 正俊 

■創業         ：1995 年 7 月 

■所在地       ：東京都新宿区北新宿 2-21-1 新宿フロントタワー23 階 

■業務内容     ：英会話スクール運営・英会話教材事業 

■ホームページ ：http://www.gaba.co.jp/companyinfo/ 

 

 

 

 

 

株式会社 GABA について 

Gaba マンツーマン英会話は、一人ひとりの英会話習得目的にあったレッスンを提供できる「マンツーマン」に特化した英会話ス

クールです。各スクールにてカウンセラーが最適な学習方法をアドバイスするほか、パソコンや携帯電話からレッスンが予約でき

るシステムなどを用意し継続して学習できる環境をサポートしています。 

   0120-286-815（受付時間 9:00～22:00  ※受付時間外は、自動音声にて対応しております。） 

    www.gaba.co.jp 

※GABA表記のお願い・・・ご掲載頂く際には、社名は「株式会社GABA」、事業名は「Gabaマンツーマン英会話」でお願いいたします。 

■本リリースに関するお問い合わせ先 
○株式会社 GABA マーケティング部門広報担当/南西（なんさい）   【Tel】 03-5338-5710 【Mail】 knansai@gaba.co.jp 

私たちは大胆不敵な人生目標に挑む人々を応援します。 Helping people achieve their most audacious life goals. 


